
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №13 地域集会所整備事業 担当課 まちづくり推進課 予算費目名
款 項 目 

０２ ０１ １０ 

事業概要 

及び目的 

自治活動、地域サークル活動等を推進するため町会等が実施する集会所整備事業に対

し補助金を交付する。 
成 

果 

目 

標 

成果指標
申請件数に対する整備数の割合 

（年度を単位とする） 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 4,000,000 2,000,000 6,000,000 2,000,000

計画値 各年度における申請件数 
決算額（単位：円） 2,980,000 1,200,000 5,200,000

従事職員数 2 2 2 2

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

市民や市民活動団体が、活発に活動できるよう支援していくことにより、協

働型社会の実現、より豊かな市民社会への構築につながる。 

従事延べ日数 52 50 70

節 ３ 市民と行政との「協働型」社会の実現 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 １ 市民と行政との「協働型」社会の実現 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 １ 市民が活動しやすい環境づくりの推進 形態は？： 

2．進捗状況 平成２１年７月３０日記入  平成２２年５月２０日記入  平成２３年４月１９日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 補助 
実施計画の予定

年度終了後 
補助 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
補助 

実施計画の予定

年度終了後 
補助 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
補助 

実施計画の予定

年度終了後 
補助 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・秋津集会所修繕工事 

・鷺沼台４丁目集会所修繕工事 

・朝日丸増自治会集会所修繕工事 

 ・香澄集会所 修繕工事 

・ 

・ 

 ・鷺沼台 2 丁目町会集会所 新築工事 

・ 

・ 

 

継続している 

事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

未着手事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

改善案 

 

平成 20 年度に要綱改正を行ったので、引き続き現状のニ

ーズに合っているかの分析を行う。 

 

成果指標  

平成 20 年度に行った要綱改正の内容が適切であるかの検

証を引き続き行う。 

成果指標  

補助金の交付申請受理後すぐに交付するのではなく、町会が

業者に支払うタイミングで交付すること、及び業者選定に係

る見積りを複数社から取るよう指導することを検討する。 

成果指標 

実績値 

３ 

申請 3 件 

達成率 

１００％ 

実績値 

  １ 

申請1件

達成率 

１００％

実績値 

１ 

申請 1 件

達成率 

１００％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。平成 21 年 7 月 30 日協議実施  平成 22 年 5 月 26 日協議実施  平成 22 年 4 月 20 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

平成２０年度より補助金交付要綱について、既存施設の老朽化や地域団体の財政状況等を考慮

した見直しを行い現状の市民ニーズに合わせた事業となっている 

★上記を選択した根拠 

平成 20 年度に補助金交付要綱の見直しを行い補助金額の見直しを行った。既存施設の老朽化

や地域団体の財政状況等を考慮すると現状維持が適切と考える。 

★上記を選択した根拠 

平成 20 年度に補助金交付要綱の見直しを行い補助金額の見直しを行った。既存施設の老朽化

や地域団体の財政状況等を考慮すると現状維持が適切と考える。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

 

・集会所建設等の要望を調査・整理のうえ、適切な整備を図る。 

 

・集会所建設等の要望を調査し、適切な整備を図る。 

 

・集会所建設等の要望を調査し、適切な整備を図る。 

前年度改革案の 

実施状況 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


